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北
海
道
開
発
の
歴
史

北
海
道
開
発
の
歴
史
は
明
治
２
年（
１
８
６
９
年
）

の
開
拓
使
の
設
置
に
始
ま
り
、
お
よ
そ
１
５
０
年
間

に
わ
た
っ
て
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
国
の
重
要
施
策

の
一
つ
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
25
年

（
１
９
５
０
年
）に
北
海
道
開
発
法
が
制
定
さ
れ
て
以

降
、
昭
和
26
年（
１
９
５
１
年
）策
定
の
第
１
期
北
海

道
総
合
開
発
計
画
か
ら
平
成
20
年
策
定
の
第
７
期
計

画
に
至
る
ま
で
、国
民
経
済
の
復
興
や
人
口
問
題
の
解

決
、
産
業
構
造
の
高
度
化
、エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
の
供

●
北
海
道
総
合
開
発
計
画
は
、
北
海
道
の
資
源
・

特
性
を
生
か
し
て
、地
域
の
発
展
と
わ
が
国
の

課
題
解
決
に
貢
献
す
る
た
め
、国
が
策
定
す
る

計
画
。

●
第
８
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
で
は
、「
世
界

の
北
海
道
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、「
食
」

と「
観
光
」を
戦
略
的
産
業
と
し
て
位
置
付
け
、

「
生
産
空
間
」を
支
え
、「
世
界
水
準
の
価
値

創
造
空
間
」の
形
成
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
を

２
０
５
０
年
の
長
期
を
見
据
え
た
計
画
の
ビ

ジ
ョ
ン
と
し
て
い
る
。

給
な
ど
、時
代
の
変
遷
に
よ
り
計
画
の
主
眼
は
変
化
し

て
き
ま
し
た
が
、
一
貫
し
て
、
そ
の
時
々
の
わ
が
国
が

直
面
す
る
課
題
の
解
決
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
計
画
的
に
開
発
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

１
５
０
年
弱
の
北
海
道
開
発
の
結
果
、明
治
２
年
に

は
約
５
万
８
千
人
で
あ
っ
た
北
海
道
の
人
口
は
昭
和

33
年（
１
９
５
８
年
）に
は
５
０
０
万
人
超
に
達
し
、
名

目
道
内
総
生
産
は
20
兆
円
弱
に
ま
で
成
長
し
ま
し
た
。

今
日
の
北
海
道
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

な
ど
、
欧
州
の
一
国
に
も
匹
敵
す
る
規
模
の
地
域
経

済
社
会
を
形
成
す
る
に
至
っ
て
お
り
、
北
海
道
固
有
の

資
源・特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
全
体
の
安
定

と
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
３
月
に
策
定

北
海
道
の
魅
力
は
？ 

と
聞
か
れ
た
ら
、
何
を
想
像

す
る
で
し
ょ
う
か
。
雄
大
な
自
然
、豊
富
な
水
産
資
源
、

広
大
な
農
地
、
冷
涼
な
気
候
、
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
で
滑

る
ス
キ
ー
…
な
ど
、
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
が
、
今
、
北
海
道
が
強
み
と
し
て
特
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
も
の
、
そ
れ
は「
食
」と「
観
光
」で
す
。

食
料
自
給
率（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）約
２
０
０
％
を
誇

る
わ
が
国
最
大
の
食
料
供
給
基
地
で
あ
る
北
海
道
の

食
品
輸
出
額
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
平
成
20
年
の

２
６
２
億
円
に
対
し
平
成
27
年
は
７
７
３
億
円※
１と 

約

３
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、海
外
か
ら
の
観
光

客
が
急
増
し
て
お
り
、
平
成
22
年
に
79
万
人
で
あ
っ
た

来
道
外
国
人
旅
行
者
数
は
平
成
28
年
に
は
そ
の
約
３

倍
に
あ
た
る
２
２
３
万
人※

２に
増
加
し
て
い
ま
す
。

魅
力
あ
る
豊
富
な
地
域
資
源
と
ブ
ラ
ン
ド
力
に
よ

り
国
内
外
の
人
々
を
引
き
つ
け
て
い
る
北
海
道
。
こ
の

ま
ま
右
肩
上
が
り
に
順
風
満
帆
！
と
い
き
た
い
と
こ

ろ
で
す
が
、そ
の
一
方
で
、
急
速
に
進
展
す
る
人
口
減

少・高
齢
化
と
い
う
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
近
年
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
は
全
国
共
通
の
深
刻
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
北
海
道
は
全
国
よ
り
も
10
年
程
度

先
行
し
て
人
口
減
少
が
進
行
し
て
お
り
、そ
の
ス
ピ
ー

ド
は
今
後
一
層
加
速
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
州
な
ど
と
は
距
離
感
の
異
な
る
広
域
分
散
型

社
会
を
形
成
し
て
い
る
北
海
道
に
と
っ
て
そ
の
影
響

は
大
き
く
、こ
の
ま
ま
人
口
減
少
が
進
ん
だ
場
合
、特

に
広
大
な
農
地
や
豊
富
な
水
産
・
森
林
資
源
な
ど
を

有
す
る
地
方
部
に
お
い
て
、食
や
自
然
環
境
な
ど
を
生

ここが
ポイント！

「
世
界
水
準
の
価
値
創
造
空
間
」の
形
成
を
目
指
す

特集 目指すは「世界の北海道」
～第８期北海道総合開発計画始動～

第
８
期
目
と
な
る「
北
海
道
総
合
開
発
計
画
」を

※
１　
出
典　
北
海
道
調
べ

※
２　
出
典　
北
海
道「
北
海
道
観
光
入
込
客
数
調
査
報
告
書
」

特集

目指すは「世界の北海道」
 〜第8期北海道総合開発計画始動〜
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み
出
す「
生
産
空
間※
３」の
維
持
が
困
難
と
な
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
北
海
道
の
生
産
空
間
は
、わ
が
国
に
と
っ

て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
こ

れ
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、
今
後
の
北
海
道

開
発
に
お
け
る
中
心
的
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、世
界
に
目
を
向
け
る
と
、わ
が
国
を
取
り
巻

く
経
済
社
会
情
勢
は
刻
々
と
変
化
し
て
お
り
、中
国
な

ど
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
発
展
に
よ
り
生
み
出
さ
れ

た
巨
大
な
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
の
需
要
の
取
り
込
み
や
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）協
定
な
ど
を

は
じ
め
と
し
た
世
界
経
済
の
連
携・一
体
化
に
伴
う
競

争
激
化
な
ど
、進
展
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
国
際
環
境

の
変
化
に
も
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
気
候
変
動
な
ど
に
伴
う
風
水
害
、
土
砂

災
害
の
頻
発
・
激
甚
化
に
対
し
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の

両
面
か
ら
防
災・減
災
対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
高

※
３　
主
と
し
て
農
業・漁
業
に
係
る
生
産
の
場（
特
に
市
街
地
で
は
な
い

領
域
）。
生
産
空
間
は
、
生
産
の
み
な
ら
ず
、
観
光
そ
の
他
の
多

面
的
・
公
益
的
機
能
を
提
供
し
て
い
る
。

※
４　
世
界
的
な
ブ
ラ
ン
ド
力
・
価
値
創
造
力
を
持
ち
、
世
界
の
人
々
に

評
価
さ
れ
る
地
域
と
な
る
こ
と
。

中
し
て
お
り
、
今
後
は
道
央
圏
以
外
の
地
域
に
お
い

て
、い
か
に
外
国
人
旅
行
者
を
呼
び
込
ん
で
い
く
か
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
海
道
内
の
月
別
外

国
人
宿
泊
者
数
を
見
る
と
、
緑
豊
か
で
冷
涼
な
夏
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
地
域
、
反
対
に
、
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン

で
あ
る
冬
の
数
カ
月
間
に
の
み
集
中
す
る
地
域
な
ど
、

地
域
ご
と
に
季
節
に
よ
る
変
動
が
非
常
に
大
き
い
と

い
っ
た
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
外
国
人
旅
行

者
数
が
増
加
し
て
い
る
一
方
で
、
日
本
人
旅
行
者
数

は
、平
成
11
年
度
を
ピ
ー
ク
に
ほ
ぼ
横
ば
い
と
い
う
現

状
に
あ
り
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
付
加
価
値
を
い

か
に
創
出
し
て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
第
８
期
計
画
で
は
、
来

道
観
光
客
の
玄
関
口
と
な
る
新
千
歳
を
始
め
と
す
る

空
港
や
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
を
受
け
入
れ
る
港
の
環
境

整
備・改
善
な
ど
、ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
機
能
を
強
化
し
て
い

く
ほ
か
、
観
光
地
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
改
善
を
図
る

た
め
高
速
交
通
体
系
の
整
備
、
雄
大
な
景
観
を
楽
し

む
ド
ラ
イ
ブ
観
光
や
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

な
ど
、北
海
道
が「
世
界
水
準
」の
観
光
地
と
し
て
認
知

さ
れ
、
人
々
を
引
き
つ
け
る
地
域
と
な
る
よ
う
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
戦
略
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

特集 目指すは「世界の北海道」
～第８期北海道総合開発計画始動～

度
成
長
期
以
降
、集
中
的
に
整
備
さ
れ
て
き
た
私
た
ち

の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
道
路
や
港
湾
な
ど
の
社
会
資

本
に
つ
い
て
、施
設
の
長
寿
命
化
な
ど
の
戦
略
的
な
維

持
管
理・更
新
を
進
め
、
国
土
の
強

き
ょ
う
じ
ん靱
化
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
や
国
際
環
境
の
変
化
な
ど
を
踏
ま

え
、近
年
、政
府
で
は
、国
土
形
成
計
画（
全
国
計
画
）

を
は
じ
め
、
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
、
社
会
資
本
整

備
重
点
計
画
と
い
っ
た
各
種
計
画
の
策
定
や
見
直
し

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
北
海
道
開
発
に
お
い
て
も
、こ

れ
ら
各
種
計
画
や
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き
わ
が
国
の
課
題
解
決
に
貢
献
し
て
い
く
と

と
も
に
地
域
の
持
続
的
発
展
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
平

成
28
年
３
月
に
第
８
期
目
と
な
る
北
海
道
総
合
開
発

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

第
８
期
計
画
で
は
、「
世
界
の
北
海
道
」を
キ
ャッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、「
世
界
水
準
の
価
値
創
造
空
間※

４」の
形

成
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
を
２
０
５
０
年
の
長
期
を

見
据
え
た
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
、
こ
の
形
成
に
向
け

て
、「
人
が
輝
く
地
域
社
会
」「
世
界
に
目
を
向
け
た
産

業
」「
強
靱
で
持
続
可
能
な
国
土
」の
３
つ
の
目
標
を
設

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
減
少
下
に
あ
っ
て
も
世

界
と
競
争
し
得
る
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
す
る「
食
」

と「
観
光
」を
戦
略
的
産
業
と
し
て
位
置
付
け
、
農
林

水
産
業
や
観
光
な
ど
を
担
う
生
産
空
間
を
支
え
な
が

ら「
世
界
の
北
海
道
」を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

第
８
期
計
画
の
主
な
取
り
組
み

◆「
世
界
水
準
」の
観
光
地
の
形
成
に
向
け
て

北
海
道
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
は
、
平
成
28
年

に
２
０
０
万
人
を
超
え
、日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行

者
数
の
約
１
割
を
占
め
て
い
ま
す
。そ
の
旅
行
者
の
国

別・地
域
別
割
合
を
見
る
と
、
ア
ジ
ア
圏
か
ら
の
旅
行

者
が
全
体
の
約
９
割
を
占
め
て
い
ま
す
。中
国
お
よ
び

台
湾
か
ら
の
旅
行
者
が
そ
れ
ぞ
れ
約
54
万
人
と
全
体

の
約
半
数
を
占
め
て
お
り
、
次
い
で
韓
国
、
香
港
、
タ

イ
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
宿
泊
先
は
、
約
７
割
が
札

幌
市
や
小
樽
市
、
登
別
市
な
ど
を
含
む
道
央
圏
に
集

1950 '60 '70 '80 '90 2000 '10 '20 '30 '40 '50 '60

出典：総務省「国勢調査」・「人口推計」、国立社会保障人口問題研究所
「日本の将来推計人口（平成24年１月推計）」（出生中位・死亡中位仮
定）・「日本の地域別将来推計人口（平成25年３月推計）」、沖縄県「沖
縄県統計年鑑」を基に北海道局作成

人口および高齢化率の推移

出典：総務省「平成22年度国勢調査」、国土交通省「国土数値情報（土地
利用３次メッシュ）第2.3版」・「国土数値情報（将来推計人口メッシュ（国
政局推計））」を基に北海道局作成

2010年の人口分布 2050年の人口分布

新たな計画の概要

世界水準の観光地とは

人口分布の推計

北海道の広さ

2050年、地方部では無人化が急速に進行

本州などとは距離感の異な
る広域分散型社会

北海道の人口減少は全国よりも１０年程度先行して
進行

来道外国人旅行者数の推移

そこでしか得られない「特別な体験」が地域にあることに気付き、それを観光資源と
して生かしてビジネスへと高め、地域が一体となって支えている地域。

【旅行者】
1. 世界から憧れられる。
2. 多くの（相応の）観光客が訪れ、

お金を使う。
3. 訪れた観光客が満足し、また

訪れたいと思う。

【観光に関係する者】
4. 商品・サービスが揃い、　　　

ビジネスとして成立している。

【観光に直接的に関係しない者】
5. 地元住民が観光の重要性を

理解している。 6. 地域における運営体制
が確立している。

北
海
道
で
し
か
得
ら
れ
な
い

「
特
別
な
体
験
」（
例
）

地元食材を使った料理
（エゾシカ肉）

希少な野生生物
（浜頓別町・オオワシの森）

アイヌ文化 パウダースノー

世界水準の観光地とは
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◆「
食
」の
総
合
拠
点
づ
く
り
を
目
指
し
て

北
海
道
の
農
業
に
は
、
開
拓
の
歴
史
が
生
ん
だ
高

い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
り
ま
す
。
大
規
模
で
専
業
農

家
主
体
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
農
業
経
営
、
豊
富
な
地

域
資
源
な
ど
は
、
北
海
道
な
ら
で
は
の
柔
軟
性
や
耐

力
を
生
み
、新
た
な
価
値
の
創
造
力
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

就
農
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が
深
刻
化
す
る

中
、北
海
道
が
持
つ
食
料
生
産
の
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
生
か
す
た
め
に
は
、
新
技
術
の
活
用
や
経
営
形
態

の
革
新
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
自
動
走
行
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

よ
る
自
動
運
転
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
、Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通

信
技
術
）や
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農

業
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
農
地
の
大
区
画

化・汎
用
化（
水
田
に
野
菜
な
ど
の
作
付
け
を
可
能
と

す
る
こ
と
）な
ど
の
基
盤
整
備
を
進
め
、
担
い
手
へ
の

農
地
集
積
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
や
高
収
益
作

物
の
作
付
け
拡
大
な
ど
に
よ
り
、
農
業
収
益
力
の
向

上
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
災
害
リ
ス
ク

の
高
ま
り
に
対
応
す
る
た
め
、
農
業
水
利
施
設
な
ど

の
耐
震
化
や
洪
水
被
害
防
止
な
ど
の
対
策
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

北
海
道
の
食
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
、農
業
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
水
産
業
に
お
い
て
も
全
国
水
揚

げ
量
の
３
割※

５を
占
め
る
重
要
な
拠
点
で
す
。

食
料
品
等
輸
出
額
の
約
９
割※

６を
占
め
る
水
産
物
・

水
産
加
工
品
は
、
高
鮮
度
で
安
全
か
つ
安
定
的
に
供

給
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
特
に

日
本
海
海
域
に
お
い
て
ホ
ッ
ケ
や
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
な
ど

の
回
遊
性
資
源
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
安
定
し
た
生
産
・
出
荷
が
可
能
な
養
殖
・
栽
培
漁

業
の
普
及
を
促
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、水
産
資
源
の

回
復
お
よ
び
管
理
を
図
る
た
め
、
漁
獲
可
能
量
制
度

な
ど
に
よ
る
公
的
な
資
源
管
理
の
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、高
鮮
度
で
安
全
な
水
産
物
の

安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
屋
根
付
き
岸
壁
な
ど
の
施

設
整
備
と
併
せ
た
高
度
衛
生
管
理
対
策
や
漁
港
施
設

の
地
震
・
津
波
対
策
、
長
寿
命
化
対
策
な
ど
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
加
え
て
、「
食
」の
高
付
加
価

値
化
・
競
争
力
強
化
を
図
る
た
め
、
農
林
水
産
物
や

食
品
の
安
全
性
向
上
・
ブ
ラ
ン
ド
化
、
産
業
間
で
の
連

携
や
新
た
な
価
値
の
創
造
な
ど
、
生
産
・
加
工
・
流
通

の
各
段
階
で
主
体
的
な
取
り
組
み
を
促
進
し
、「
稼
ぐ

力
」を
磨
い
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
食
に
関
わ
る

幅
広
い
産
業
と
関
連
機
関（
学
官
民
金
）が
オ
ー
ル
北

海
道
で
今
ま
で
以
上
に
緊
密
に
連
携
・
協
働
で
き
る
体

制
を
整
備
し
、
６
次
産
業
化
な
ど
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
で
、北
海
道
な
ら
で
は
の
食
の
総
合
拠
点
づ
く
り
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

特集 目指すは「世界の北海道」
～第８期北海道総合開発計画始動～

◆
北
海
道
の
食
と
観
光
を
支
え
る 

　
「
生
産
空
間
」の
持
続
的
発
展
に
向
け
て

本
格
的
な
人
口
減
少
時
代
に
あ
っ
て
は
、「
人
」こ
そ

が
資
源
で
す
。地
域
が
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
、
そ
こ
に
関
係
す
る
人
々
が
、
そ
の
個
性
を
最
大

限
発
揮
し
、
新
た
な「
価
値
」の
創
造
が
活
発
に
行
わ

れ
る
地
域
社
会
を
形
成
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
多
様
な
人
々
を
引
き
つ
け
、活
力
あ
る
地
域
社

会
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
内
外
の
交
流
・

外国人観光客に、
魅力あふれる北海道の
ドライブルートをガイド＆サポート！

協
働
を
促
進
し
、
人
口
減
を
地
域
の
課
題
解
決
・
活

性
化
に
携
わ
る
活
動
人
口
の
増
加
で
カ
バ
ー
す
る
と

と
も
に
、
地
域
づ
く
り
を
担
う
人
材
を
発
掘
・
育
成

し
、
未
来
に
向
け
て
地
域
が
動
き
出
す
き
っ
か
け
を
醸

成
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

今
後
は
、人
的
資
源
の
開
発
に
着
目
し
、人
々
の
集

積
の
薄
さ
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
密
度
で
カ
バ
ー

し
な
が
ら
、「
価
値
創
造
力
」を
強
化
し
て
い
く
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

CO
LU

MN

※
５　
出
典　
農
林
水
産
省「
漁
業
・
養
殖
業
生
産
統
計
」

※
６　
出
典　
函
館
税
関「
北
海
道
貿
易
概
況
」

水田の排水改良により
キャベツの作付け可

【整備前】小区画、不整形、排水不良

【新技術の導入】

【新たな営農の展開】

GPS付き無人トラクター

屋根付き岸壁

アプリ「Drive Hokkaido!」
の画面の一部

屋根付き岸壁 荷さばき所など

電動フォークリフト

電動フォークリフト

清浄海水給水栓

北海道を訪れる外国人観光客は主に道央地域を訪れていますが、
せっかく北海道に来たのだから、道央以外の地域の雄大な自然の風
景や温泉、その土地ならではの味覚を体験してもらいたいものです。

そこで外国人観光客に、レンタカーを利用して道内各地に足を伸
ばしてもらおうと、「北海道ドライブ観光パス社会実験」を行ってい
ます。

平成28年度は対象を「ひがし北海道」地域に限定し、10月1日から
11月30日までの2カ月間、レンタカーを借りる外国人観光客に124
施設の特典付き観光パス（クーポンブック）を配付することで、観光
客を「ひがし北海道」へ誘導する取り組みを行いました。レンタカー
店舗などで約２０００冊の観光パスを配布したところ、29施設で60冊
１１３枚のクーポンが利用され、アンケート回答者の約３割から旅行
先の選定で影響があったとの回答がありました。

本年度は、9月1日から
11月30日までの３カ月間、
特典提供施設を北海道全
地域（札幌市を除く）に拡
大し、スマートフォンアプリ

「Drive Hokkaido!」（株式
会社ナビタイムジャパン提
供）を活用して、特典提供施
設の情報発信、観光ガイド
や景色の良いドライブルー
ト案内を行います。

アプリはすでに公開済み。外国人のお友達が北海道旅行を
計画していたら、ぜひ教えてあげてください。
ホームページ　https://hokkaido.japandrive.com

【整備後】大区画化、排水改良

清浄海水導入施設

水田の大区画化・汎用化

水産物の高度衛生管理
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第
８
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
の
重
点
的
取
り
組

み
の
一
つ
で
あ
る「『
観
光
先
進
国
』実
現
を
リ
ー
ド

す
る
世
界
水
準
の
観
光
地
の
形
成
」に
つ
い
て
、
国
土

審
議
会
北
海
道
開
発
分
科
会
の
特
別
委
員
で
、
北
海

道
出
身
の
矢
ケ
崎
紀
子
准
教
授（
東
洋
大
学
）に
伺
い

ま
し
た
。

「
世
界
水
準
の
観
光
地
と
は
何
か
」

に
議
論
集
中

―
「
第
８
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
」に
お
け
る
観

光
施
策
の
推
進
に
つ
い
て
、
国
土
審
議
会
北
海
道
開

発
分
科
会
で
は
ど
の
よ
う
な
審
議
が
行
わ
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

観
光
施
策
に
関
す
る
議
論
と
い
え
ば「
と
に
か
く

観
光
を
が
ん
ば
る
」と
い
っ
た
精
神
論
に
陥
り
や
す
く
、

「
観
光
振
興
＝
善
→
思
考
停
止
」に
落
ち
着
い
て
し
ま

う
こ
と
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
今
回
は
、

議
論
の
前
提
と
な
る
分
析
さ
れ
た
デ
ー
タ
が
提
示
さ

れ
、当
初
か
ら
委
員
全
員
で
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と
が

で
き
た
の
で
、
ポ
イ
ン
ト
を「
世
界
の
北
海
道
」「
世
界

水
準
の
観
光
地
」に
絞
り“
世
界
水
準
と
は
何
か
”に
つ

い
て
の
議
論
に
集
中
し
ま
し
た
。

―
そ
の「
世
界
水
準
」に
つ
い
て
の
議
論
は
、
ど
の
よ

う
に
進
み
ま
し
た
か
。

私
か
ら
は
、世
界
水
準
と
い
う
状
況
を
維
持
し
て
い

く
た
め
の
仕
組
み
が
肝
要
だ
と
意
見
し
ま
し
た
。今
の

時
代
、瞬
間
風
速
で
世
界
に
躍
り
出
る
こ
と
は
可
能
で

す
。
良
い
写
真
が
撮
れ
れ
ば
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
、
一

瞬
に
し
て
観
光
地
と
し
て
の
知
名
度
は
上
が
る
か
ら

で
す
。
し
か
し
、「
世
界
水
準
」と
し
て
定
着
す
る
た

め
に
は
、そ
の
状
態
を
維
持
し
て
い
く
運
営
体
制
の
確

立
が
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
他
の
委
員
か
ら
も
、「
北

海
道
の
場
合
は
、
世
界
水
準
の
も
の
が
一
つ
だ
け
で
は

ダ
メ
。
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
状
態
を
つ
く
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
」と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。

各
地
域
が
考
え
る
の
は

ベ
ス
ト
で
い
く
の
か

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
で
い
く
の
か
の
選
択

―
広
大
な
土
地
を
持
つ
北
海
道
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
観
光
資
源
を
際
立
た
せ
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
と
お
り
で
す
。「
世
界
水
準
」に
は
二
つ
の
意
味

が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
同
じ
よ
う
な
も
の
を
持
っ
て

い
る
地
域
と
比
べ
て
も
際
立
っ
て
い
る「
ベ
ス
ト
」で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
ど
こ
に
も
な
い

も
の
が
あ
る
の
で
そ
こ
に
行
く
し
か
な
い「
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
」で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
各
地
域
が
、
ベ
ス

ト
で
い
く
の
か
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
で
い
く
の
か
考
え
て

際
立
た
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
例
え
ば
、
ニ
セ
コ
の
パ

ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
は
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
で
す
。
し
か
し
、
ス

キ
ー
な
ど
を
し
な
い
人
に
と
っ
て
は
魅
力
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。世
界
水
準
と
は
万
人
受
け
す
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
旅
行
客
を
決
め
て
、そ

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
評
価
し
て
も
ら
え
る
よ
う
資
源
を

磨
い
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

北
海
道
は
広
い
の
で
、一
度
で
は
全
て
を
見
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。再
び
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
仕
向
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
北
海
道
の
場
合
は
、
周
遊
し

て
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
も
、同
じ
場
所
で
何
度
も

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能

で
す
。

―
今
後
、
北
海
道
に
外
国
か
ら
の
観
光
客
を
呼
び

込
む
た
め
に
何
を
す
べ
き
だ
と
お
考
え
で
す
か
。 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
最
終
ゴ
ー
ル
は
、消
費
額
を
増
や

す
こ
と
で
は
な
く
、
日
本
フ
ァ
ン
を
つ
く
る
こ
と
。
日

本
フ
ァ
ン
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
国
際
社
会
で
の

日
本
の
行
動
に
理
解
を
示
す
人
が
増
え
、ま
た
、日
本

製
を
選
ん
で
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、農
林
水
産
物
や
も

の
づ
く
り
産
業
の
輸
出
を
支
援
し
て
く
れ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
観
光
の
分
野
に
お
い
て
は
、
新

規
顧
客
の
獲
得
費
用
が
不
要
な
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ

て
く
れ
る
と
と
も
に
、
新
規
の
旅
行
客
を
連
れ
て
き
て

く
れ
る
素
晴
ら
し
い
営
業
マ
ン
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に「
日
本
に
は
も
う
行
か
な
い
」と
い
う

不
満
要
素
は
排
除
し
て
お
き
た
い
。さ
ま
ざ
ま
な
見
解

は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
、
観
光
客
受
け
入
れ
に

積
極
的
な
地
域
に
こ
そ
外
国
人
観
光
客
を
呼
び
こ
む

べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
観
光
客
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
い
の
で
、「
こ
の
地
域
は
観
光
客
が

少
な
い
か
ら
行
っ
て
あ
げ
よ
う
」と
は
思
わ
な
い
で
す

よ
ね
。
自
分
の
時
間
と
お
金
を
使
っ
て「
行
く
に
値
す

る
場
所
」へ
行
く
わ
け
で
す
。
純
然
た
る
民
間
ビ
ジ
ネ

ス
の
世
界
な
の
で
、
観
光
資
源
の
魅
力
を
高
め
て
、
真

剣
に
お
客
様
を
受
け
入
れ
る
取
り
組
み
を
し
て
い
る

地
域
に
観
光
客
を
呼
び
込
む
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。ほ

か
に
は
、
二
次
交
通（
拠
点
と
な
る
空
港
や
鉄
道
の
駅

か
ら
観
光
地
ま
で
の
交
通
）の
充
実
や
丁
寧
で
分
か
り

や
す
い
情
報
提
供
に
よ
り
、観
光
客
の
利
便
性
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
急
務
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
冬
だ
け
で
な
く

夏
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
開
発
も
必
要

―
観
光
客
が
行
く
に
値
す
る
北
海
道
の
魅
力
と
は

な
ん
で
し
ょ
う
か
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
よ
っ
て
北
海
道
の
魅
力
は
変
わ
り
ま

す
。
食
を
楽
し
み
た
い
人
や
、
自
然
を
愛
す
る
人
に

と
っ
て
は
、
こ
れ
ほ
ど
魅
力
的
な
場
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。

北
海
道
の
自
然
は
、「
ア
ジ
ア
の
宝
石
」と
い
わ
れ
る
く

ら
い
、
奇
跡
の
よ
う
に
美
し
く
珍
し
い
自
然
で
す
。

そ
し
て
、雪
。
冬
の
ニ
セ
コ
に
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

か
ら
ス
キ
ー
を
目
的
と
し

た
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
が
た
く

さ
ん
訪
れ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
夏
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
も
高
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

―
北
海
道
に
お
け
る

夏
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と

し
て
魅
力
を
感
じ
る
と

こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
。

例
え
ば
、
釧
路
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
国
立
公
園
の

中
で
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
し
た

り
、
釧
路
川
で
カ
ヌ
ー
を
体
験
し
た
り
。
国
立
公
園

で
は
、動
植
物
の
観
察
を
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
方
を
よ
く

見
か
け
ま
す
。
ま
た
、夏
の
過
ご
し
や
す
さ
は
道
内
で

も
指
折
り
で
す
か
ら
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ

に
も
適
し
て
い
ま
す
し
、
釣
り
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ※

１と
の
連
携
も
始
ま
り
、
今
後
は
、
北

海
道
全
体
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム※

２の
質
の
向

上
を
け
ん
引
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

北
海
道
は
観
光
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
す
ご
く
高
い
地

域
で
す
。
道
産
子
と
し
て
生
ま
れ
育
ち
、
い
く
つ
か
の

海
外
も
見
て
、
観
光
の
勉
強
も
し
た
上
で
、
も
う
一

度
北
海
道
を
見
て
も
、
す
ば
ら
し
い
地
域
だ
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、こ
の
魅
力
を
生
か
し
て
発
展
さ
せ

て
く
れ
る
人
材
が
育
つ
こ
と
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

観
光
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い「
北
海
道
」

最
終
ゴ
ー
ル
は
日
本
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と

国
土
審
議
会
北
海
道
開
発
分
科
会
特
別
委
員

矢
ケ
崎
紀
子
氏（
東
洋
大
学
国
際
観
光
学
部
国
際
観
光
学
科
准
教
授
）に
聞
く

矢
や

ケ
が

崎
さき

 紀
のり

子
こ

PROFILE
　株式会社住友銀行、株式
会社日本総合研究所を経て、
2006年九州大学大学院法学
府政治学専攻修了。2008年
から2年6カ月、国土交通省観
光庁参事官（観光経済担当）
を務める。首都大学東京都市
環境学部特任准教授などを
経て、2014年から現職。専
門分野は観光政策論および
観光産業論。

※
１　
各
国
・
地
域
の
メ
デ
ィ
ア
、
政
府
観
光
局
、
観
光
協
会
、
ア
ウ
ト

ド
ア
メ
ー
カ
ー
な
ど
で
構
成
さ
れ
、お
よ
そ
１
０
０
カ
国
１
０
０
０

会
員
数
を
擁
す
る
世
界
で
最
も
権
威
の
あ
る
と
い
わ
れ
る
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
組
織
団
体
。
本
拠
地
は
シ
ア
ト
ル
。

※
２　
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ・
⾃
然
・
異
⽂
化
体
験
の
３
要
素
の
内
、
２
つ
以

上
で
構
成
さ
れ
る
旅
⾏
。

特集 目指すは「世界の北海道」
～第８期北海道総合開発計画始動～

写真に特化した世界的に人気の SNS「インス
タグラム」に投稿された北海道の写真の数々

（ハッシュタグ #hokkaidotrip で検索）

日本政府観光局（JNTO）から
外国人観光案内所に認定されている道の駅

「摩周温泉」。英語・中国語などの外国語
の観光パンフレットが用意されている。

外国人に人気のニセコ
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率
な
輸
送
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
効
果
と
し
て
、
釧

路
市
水
産
港
湾
空
港
部
の
梶か

じ
光み
つ
た
か貴
次
長
は「
本
事
業

に
よ
り
、
北
米
至
近
の
釧
路
港
を
フ
ァ
ー
ス
ト
ポ
ー
ト

（
入
国
港
）と
し
た
穀
物
の
大
量
一
括
輸
入
が
可
能

と
な
り
、
釧
路
港
か
ら
東

日
本
の
各
港
湾
へ
の
複
数

港
寄
り
の
配
船
が
実
現

し
ま
す
。
東
日
本
に
お
け

る
穀
物
の
効
率
的
な
海

上
輸
送
網
を
形
成
し
、
穀

物
の
安
定
的
か
つ
安
価
な

供
給
、
関
連
産
業
の
国
際

競
争
力
強
化
に
寄
与
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。

ま
た
、
港
は
海
上
輸
送

と
陸
上
輸
送
の
結
節
点
で

の
国
際
バ
ル
ク
戦

略
港
湾
に
選
定
さ

れ
、
大
型
バ
ル
ク
船

の
入
港
に
対
応
す
る
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
や

企
業
間
の
連
携
に
よ
る
海
上
輸
送
の
共
同
化
の
取
り

組
み
の
ほ
か
、民
間
事
業
者
に
よ
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
効

率
的
な
運
営
、高
能
率
な
荷
役
機
械
の
整
備
、サ
イ
ロ

の
増
設
、
新
た
な
飼
料
工
場
の
用
地
取
得
な
ど
官
民

連
携
に
よ
る
取
り
組
み
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
主
に
北
米
の
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン

ズ
港
か
ら
パ
ナ
マ
運
河
を
通
過
し
て
運
ば
れ
ま
す
。現

在
、
パ
ナ
マ
ッ
ク
ス
船（
６
～
８
万
載
貨
重
量
ト
ン
）は
、

岸
壁
の
水
深
不
足
の
た
め
、
減
載
入
港
に
よ
る
非
効

西
港
区
に
は
四
つ
の
埠
頭
が
あ
り
、第
１
埠
頭
は
木

材
チ
ッ
プ
、
石
油
・
Ｌ
Ｎ
Ｇ（
液
化
天
然
ガ
ス
）、
紙
・

パ
ル
プ（
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ〈
ロ
ー
ロ
ー
〉船※
４利

用
）な
ど
、第
２

埠
頭
は
飼
料
原
料（
穀
物
や
動
植
物
性
製
造
飼
肥
料
）

や
生
乳（
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
利
用
）、
第
３
埠
頭
は
外
貿
コ
ン

テ
ナ
貨
物
や
化
学
肥
料
、
第
４
埠
頭
は
石
炭
や
循
環

資
源（
金
属
く
ず
）な
ど
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

特
に
第
２
埠
頭
で
は
、牛
の
飼
料
原
料
の
主
で
あ
る

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
約
70
万
ト
ン
、
副
原
料
な
ど
も
合
わ

せ
る
と
約
１
７
０
万
ト
ン（
平
成
27
年
）の
穀
物
を
受

け
入
れ
、
飼
料
工
場
で
配
合
し
た
後
、
酪
農
・
畜
産

農
家
へ
配
送
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、道
東
地
域
で
生
産

さ
れ
る
生
乳
は
年
間
３
０
４
万
ト
ン（
牛
乳
１
Ｌ
パ
ッ

ク
に
換
算
し
て
46
万
本
／
日
）で
、
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
で
首

都
圏
へ
運
ば
れ
、
乳
業
メ
ー
カ
ー
で
パ
ッ
ク
詰
め
さ
れ
、

搾
乳
後
最
短
で
３
日
目
に
店
頭
に
並
び
ま
す
。

西
港
区
は
大
型
バ
ル
ク
船
に

対
応
す
る
た
め
港
湾
整
備
に
着
手

平
成
23
年
、
国
土
交
通
省
は
、
鉄
鉱
石
、
石
炭
、
穀

物
の
安
価
か
つ
安
定
的
な
輸
送
を
実
現
す
る
た
め
、国

内
10
港
を
貨
物
の
輸
入
拠
点
と
す
る「
国
際
バ
ル
ク

戦
略
港
湾
」と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。
釧
路
港
は
穀
物

す
。
釧
路
商
工
会
議
所
の
伊い

関せ
き
義
和
運
輸
交
通
部
会

長
は
、「
根
室
方
面
、オ
ホ
ー
ツ
ク
方
面
と
は
高
速
道
路

で
結
ば
れ
て
い
ま
せ
ん
。港
湾
を
生
か
す
た
め
に
は
、高

規
格
幹
線
道
路
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、各
農
家
に
飼
料

を
届
け
る
一
般
道
の
整
備
も
必
要
」と
話
し
ま
す
。

東
港
区
は
海
に
親
し
む
親
水
空
間
と

観
光
拠
点
の
形
成
を
目
指
す

世
界
と
つ
な
が
り
、大
き
く
変
容
す
る
釧
路
港
。
そ

の
基
底
に
は
、
平
成
23
年
に
策
定
さ
れ
た「
釧
路
港

長
期
構
想
」が
あ
り
ま
す
。
こ
の
構
想
の
目
標
年
次
は

平
成
50
年
代
前
半
。釧
路
港
の
目
指
す
べ
き
姿
と
し
て

「
外
内
貿
物
流
拠
点
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
」「
国
際
交

流
拠
点
」「
防
災
拠
点
」の
４
項
目
、実
現
す
る
導
入
機

能
と
し
て
７
項
目
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

導
入
機
能
の
一
つ
と
し
て「
臨
海
部
に
お
け
る
良
好

な
景
観
の
形
成
や
親
水
空
間
の
確
保
」が
あ
り
ま
す
。

「
東
港
区
に
は
複
合
商
業
・
観
光
施
設
フ
ィッ
シ
ャ
ー

マ
ン
ズ
Ｍ
Ｏ
Ｏ（
ム
ー
）や
Ｅ
Ｇ
Ｇ（
エ
ッ
グ
：
緑
地
空

間
）と
い
っ
た
憩
い
の
場
と
、
耐
震
旅
客
船
岸
壁
が
隣

接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
観
光
拠
点
と
市
民
の

た
め
の
親
水
空
間
の
場
を
形
成
し
て
い
き
た
い
。将
来

的
に
は
、
フ
ェ
リ
ー
航
路
の
受
入
れ
な
ど
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、北
極
海
ク
ル
ー
ズ
船
の
基
地
を
目
指
す
な

ど
、釧
路
港
の
地
理
的
特
徴
を
生
か
す
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
」（
伊
関
部
会
長
）。

釧
路
市
は
、阿あ

寒か
ん
摩ま

周し
ゅ
う
国
立
公
園
お
よ
び
釧
路
湿

原
国
立
公
園
の
二
つ
の
国
立
公
園
を
有
し
て
お
り
、平

成
28
年
１
月
に
は
観
光
庁
よ
り
、
訪
日
外
国
人
旅
行

者
を
地
方
へ
誘
客
す
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
形
成
を
目

指
す「
観
光
立
国
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
」の
選
定
を
受
け
る

トウモロコシの主な輸入先であるニューオーリ
ンズ港から至近の位置。関東の港湾に比べ、釧
路港は1日程度の運航日数の短縮が可能であり、
海上輸送コストの削減を図ることができる。 毎日新鮮な生乳を首都圏へ運ぶ RORO 船

釧路市水産港湾空港部
梶 光貴 次長

釧路商工会議所
伊関 義和 運輸交通部会長

関東の港湾

釧路港

ニューオーリンズ26.3日
8,831マイル

日数

距離

27.3日
9,185マイル

日数

距離

東北海道
304万㌧
41％

北海道
392万㌧
53％

その他
88万㌧
12％

北海道外
347万㌧
47％ 日本全体

739万㌧

な
ど
、
国
際
観
光
都
市

に
向
け
た
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ

で
す
。「
東
港
区
で
の
大

型
ク
ル
ー
ズ
船
や
フ
ェ

リ
ー
の
受
け
入
れ
環
境

の
充
実
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
梶
次
長
）。

国
土
交
通
省
が
策
定
し
た
第
８
期
目
と
な
る
北
海

道
総
合
開
発
計
画
で
は
、北
海
道
の
強
み
で
あ
る「
食
」

と「
観
光
」を
戦
略
的
産
業
と
し
て
位
置
付
け
、
食
と

観
光
を
担
う「
生
産
空
間
」を
支
え「
世
界
の
北
海
道
」

を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

梶
次
長
は「
釧
路
港
に
お
け
る
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港

湾
と
ク
ル
ー
ズ
船
構
想
は
、
ま
さ
に
北
海
道
総
合
開

発
計
画
に
位
置
付
け
る
戦
略
的
な
産
業
に
マ
ッ
チ
す

る
取
り
組
み
で
す
。
釧
路
港
長
期
構
想
な
ど
に
基
づ

い
て
、
北
海
道
総
合
開
発
計
画
の
推
進
や
、
地
域
の

発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
」と
語
り
、
伊
関
部
会
長

は「
世
界
へ
発
信
で
き
る
食
料
供
給
基
地
と
し
て
の
北

海
道
を
支
え
る
釧
路
港
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。

道
東
の
物
流
拠
点
か
ら「
世
界
の
北
海
道
」の
国
際

貿
易
・
交
流
拠
点
へ
。
釧
路
港
へ
期
待
さ
れ
る
役
割
は

ま
す
ま
す
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特集 目指すは「世界の北海道」
～第８期北海道総合開発計画始動～

日
本
の
食
を
支
え
る
釧
路
港

道
東
の
物
流
拠
点
か
ら

「
世
界
の
北
海
道
」の
国
際
貿
易・交
流
拠
点
へ

わ
が
国
有
数
の

食
料
供
給
地
域
を
支
え
る
港

北
海
道
の
太
平
洋
側
東
部
に
位
置
す
る
重
要
港
湾

「
釧く

し
路ろ

港
」は
、
北
海
道
総
面
積
の
43
％
に
当
た
る
道

東
の
物
流
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
釧
路
港
を
利
用
す
る
背
後
圏
の
道
東
地

域
は
、日
本
の
生
乳
生
産
量
の
40
％
以
上
を
生
産
し
て

お
り
、
わ
が
国
有
数
の
食
料
供
給
地
域
を
支
え
る
港

湾
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

釧
路
港
は
、
東
港
区
と
西
港
区
に
分
か
れ
て
お
り
、

東
港
区
は
日
本
有
数
の
水
産
物
の
水
揚・流
通
拠
点
で

あ
る
と
と
も
に
、イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
通
じ
た
交
流
拠
点
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

方
、
西
港
区
は
製
造
業
や
物

流
の
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ

て
お
り
、
酪
農
、
製
紙
業
な

ど
の
基
幹
産
業
に
関
連
す
る

バ
ル
ク
貨
物※

１や
シ
ヤ
ー
シ※
２、コ

ン
テ
ナ
な
ど
の
ユ
ニ
ッ
ト
ロ
ー

ド
貨
物※

３が
取
り
扱
わ
れ
て
い

ま
す
。

※
１　
穀
物
、
鉄
鉱
石
、
石
炭
、
油
類
、
木
材
な
ど
の
よ
う
に
、
包
装
さ

れ
ず
に
そ
の
ま
ま
船
積
み
さ
れ
る
貨
物
。
ば
ら
積
み
貨
物
と
も
い

う
。

※
２　
動
力
を
持
た
な
い
被
牽け
ん

引
車
。

※
３　
荷
役
の
機
械
化
・
省
力
化
・
迅
速
化
を
図
る
た
め
、
コ
ン
テ
ナ
、

シ
ャ
ー
シ
な
ど
の
容
器
を
用
い
て
、
複
数
の
貨
物
を
一
つ
に
と
り

ま
と
め
た
貨
物
。

※
４　
船
の
中
に
ト
ラ
ッ
ク
や
ト
レ
ー
ラ
ー
な
ど
が
自
走
し
て
乗
り
込
み
、

貨
物
の
積
み
降
ろ
し
が
行
え
る
貨
物
船
。

北米至近の優位性

生乳生産量（2016年）

完成イメージ

平成29年度完成予定の西港区第２埠頭の係留施設
（水深14ｍ、延長300ｍ）

出典：牛乳乳製品統計（農林水産省）
　　   経済情勢報告（財務省北海道財務局）

クルーズ船フォーレンダム寄港時の市民
によるお見送りの光景
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立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
の

南
側
に
位
置
す
る

「
知
ら
れ
ざ
る
立
山
カ
ル
デ
ラ
」

富
山
地
方
鉄
道
立た
て

山や
ま

駅
の
近
隣
に
あ
る
立

山
砂
防
事
務
所
か
ら
、車
で
揺
ら
れ
る
こ
と
約

１
時
間
半
。有あ
り

峰み
ね

林
道
の
折お
り

立た
て（

薬
師
岳
登
山

口
）に
入
る
頃「
こ
れ
か
ら“
立
山
カ
ル
デ
ラ
”

へ
と
向
か
い
ま
す
。
工
事
関
係
者
し
か
入
れ
な

い
広
大
な
工
事
現
場
で
あ
り
、
中
部
山
岳
国

立
公
園
の
一
部
で
す
」と
案
内
さ
れ
、車
中
で

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
装
着
。
車
は
外
来
種
の
種
子
を

持
ち
込
ま
な
い
よ
う
タ
イ
ヤ
を
洗
浄
し
ま
す
。

さ
ら
に
30
分
ほ
ど
山
道
を
登
り
、
か
つ
て
軌
道

路
線
の
一
部
で
あ
っ
た
白
岩
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け

る
と
、よ
う
や
く
立
山
カ
ル
デ
ラ
の
砂
防
工
事

前
線
基
地
で
あ
る
水
谷
出
張
所
に
到
着
し
ま

し
た
。

今
回
の
取
材
地
で
あ
る
立
山
カ
ル
デ
ラ
は
、

日
本
三
大
崩
れ※

の
一
つ
で
あ
る
鳶と
ん
び
や
ま山
崩
れ
の

現
場
で
あ
り
、
そ
の
砂
防
工
事
は
国
内
最
大

規
模
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
火
山
噴
出
物
や

崩
壊
堆
積
物
な
ど
の
脆ぜ
い

弱じ
ゃ
くな

土
壌
に
加
え
て
、

急
峻
な
地
形
や
活
断
層
な
ど
の
影
響
で
非
常

に
崩
れ
や
す
い
地
質
構
造
で
あ
り
、日
本
有
数

の
急
流
・
常
じ
ょ
う

願が
ん

寺じ

川が
わ

が
流
れ
、
多
雨
・
豪
雪

地
帯
で
あ
る
こ
と
か
ら
、大
雨
が
降
れ
ば
甚
大

な
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。堆
積
土
砂
の
総
量
は
２
億
立
方
メ
ー
ト
ル

と
も
い
わ
れ
、全
て
が
流
れ
出
れ
ば
富
山
平
野

を
２
メ
ー
ト
ル
も
の
土
砂
が
覆
い
尽
く
す
ほ
ど

で
す
。
立
山
カ
ル
デ
ラ
の
砂
防
事
業
は
、度
重

な
る
崩
壊
で
堆
積
し
た
不
安
定
な
土
砂
の
流

出
を
防
ぎ
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
災
害

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
、安
全
な
暮
ら

し
を
守
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
事
業
で
す
。

立
山
カ
ル
デ
ラ
の
砂
防
工
事
に
携
わ
る

水
谷
出
張
所
４
名
の
職
員

出
迎
え
て
く
れ
た
の
は
、所
長
を
務
め
て
２

年
目
の
谷
保
和
則
。工
事
現
場
を
監
督
し
、安

全
か
つ
速
や
か
な
事
業
執
行
を
取
り
仕
切
る

責
任
者
で
す
。

「
立
山
カ
ル
デ
ラ
の
砂
防
工
事
は
、
常
願
寺

川
の
上
流
域
か
ら
富
山
平
野
ま
で
含
め
た
広

域
を
土
砂
災
害
か
ら
守
る
た
め
の
水
系
砂
防

で
あ
り
、
国
の
直
轄
事
業
と
し
て
は
着
手
し
て

か
ら
90
年
が
経
ち
ま
し
た
。
本
年
度
は
15
の

現
場
で
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
大
勢
の
人
が
工

事
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
立
山
黒
部

ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
か
ら
見
る
立
山
と
は
異
な
る

『
も
う
一
つ
の
立
山
』
を
見
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
」（
谷
保
）。

訪
れ
た
日
は
快
晴
。
標
高

１
１
１
６
メ
ー
ト
ル
の
水
谷
平
に

は
強
い
陽
光
に
照
ら
さ
れ
、
万
年

雪
の
白
さ
が
際
立
ち
ま
す
。雪
深

い
立
山
カ
ル
デ
ラ
で
工
事
が
で
き

る
の
は
６
～
10
月
の
５
カ
月
間
で

す
。
そ
の
間
、週
末
に
下
山
す
る
以
外
は
、谷

保
を
含
め
た
全
職
員
４
名
が
出
張
所
脇
の
水

谷
寮
に
寝
泊
ま
り
し
、砂
防
工
事
の
監
督
な
ど

に
務
め
て
い
ま
す
。

「
立
山
カ
ル
デ
ラ
で
の
工
事
を
行
う
期
間

は
、準
備・後
片
付
け
期
間
を
除
く
と
実
質
約

４
カ
月
で
す
。
現
場
か
ら
の
多
様
な
問
題
な

ど
に
迅
速
に
応
え
る
た
め
、全
国
で
も
泊
ま
り

込
み
で
対
応
し
て
い
る
の
は
こ
こ
だ
け
で
し
ょ

う
」そ
う
話
し
な
が
ら
、
谷
保
は
足
早
に
車
に

乗
り
込
み
、現
場
へ
向
か
い
ま
す
。

本
年
度
最
大
規
模
の
砂さ

防ぼ
う

堰え
ん
て
い堤

工
事

ま
ず
向
か
っ
た
の
は
、本
年
度
砂
防
堰
堤
工

事
で
最
大
規
模
の「
湯
川
第
13
号
砂
防
堰
堤

12

２
億
立
方
メ
ー
ト
ル
も
の
堆
積
土
砂
を
擁
す
る
立
山
カ
ル
デ
ラ
。

ひ
と
た
び
大
雨
と
な
れ
ば
、富
山
市
な
ど
の
平
野
部
は
甚
大
な
土

砂
災
害
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。土
石
流
の
脅
威
か
ら
90
年
に

わ
た
っ
て
人
々
の
暮
ら
し
を
守
り
続
け
て
き
た
砂
防
事
業
に
取
り

組
む
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

業
務
密
着

ル
ポ
シ
リ
ー
ズ

FILE 47

北
陸
地
方
整
備
局

立
山
砂
防
事
務
所 

水
谷
出
張
所

脆
弱
な
立
山
カ
ル
デ
ラ
と
急
流
河
川
の
常
願
寺
川

大
自
然
の
猛
威
に
挑
む
砂
防
事
業
の
雄
志
を
引
き
継
ぐ

多
だ

枝
し

原
わら

展望台より遥か浄土山まで立山カルデラの稜線を見渡す

富山市街地
保全対象

常願寺川流域

白岩砂防堰堤

※	 宝永４年（１７０７年）静岡県で起きた「大
おおや
谷崩れ」、安政５年（１８５８年）富山県で起きた「鳶山崩れ」、

明治44年（１９１１年）長野県で起きた「稗
ひえだやま
田山崩れ」

業
務
密
着

ル
ポ
シ
リ
ー
ズ

FIL
E 4

7

水谷出張所長　谷
たに

保
ほ

 和則

水谷出張所や各建設事業者の宿舎がある水谷平と
現場をつなぐ道は白岩トンネルだけ。旧軌道線時代
のまま使っているので車幅と同じくらいの狭さ。

湯川第13号砂防堰堤工事

立山カルデラから富山市街地を望む
国土交通省　北陸地方整備局　立山砂防事務所　提供
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工
事
」の
現
場
。湯
川
と
兎う
さ
ぎ
だ
に谷の
合
流
点
上
流

と
い
う
要
所
で
、
平
成
36
年
度
の
完
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

砂
防
堰
堤
と
は
河
川
を
横
断
し
て
建
造
さ

れ
る
長
大
な
堰
堤
で
、洪
水
時
に
流
れ
出
る
土

砂
を
た
め
て
下
流
へ
流
出
す
る
土
砂
を
調
整

す
る
ほ
か
、流
れ
に
よ
り
川
底
や
川
岸
が
削
ら

れ
る
の
を
防
ぐ
働
き
が
あ
り
ま
す
。工
事
は
川

の
流
れ
を
左
右
に
ず
ら
し
て
、片
側
ず
つ
建
造

す
る
必
要
が
あ
り
、
湯
川
第
13
号
砂
防
堰
堤

は
よ
う
や
く
約
半
分
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
度
は
左
岸
側（
下
流
に
向
か
っ
て
左

側
）を
施
工
す
る
の
で
、
水
の
流
れ
を
右
岸

側
に
寄
せ
る
た
め
に
仮
締
め
切
り
と
な
る
土

堤
を
築
き
ま
し
た
が
、
湧
き
水
な
ど
が
現

場
内
に
た
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
水
が
た

ま
っ
た
ま
ま
で
は
工
事
が
で
き
な
い
の
で
、
そ

の
水
を
排
水
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、水

の
排
水
に
は
費
用
が
掛
か
る
た
め
、技
術
係
長

の
脇
本
直
樹
と
技
官
の
野
原
正
嗣
が
排
水
量

や
ポ
ン
プ
の
能
力
な
ど
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

「
現
状
を
確
認
す
る
と
同
時
に
、対
処
が
技

術
的
に
理
に
か
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
コ
ス

ト
と
し
て
正
当
か
─
そ
う
し
た
こ
と
を
毎
次

確
認
し
ま
す
。
手
間
も
か
か
り
、当
方
側
に
も

技
術
的
な
知
識
や
判
断
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

迷
い
や
判
断
ミ
ス
が
あ
れ
ば
工
事
に
遅
れ
が

生
じ
ま
す
し
、
不
必
要
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
の

で
、迅
速
か
つ
丁
寧
に
判
断
す
る
こ
と
を
心
掛

け
て
い
ま
す
」（
脇
本
）。

施
工
状
況
や
資
材
、品
質
や
安
全
性
、労
働

環
境
な
ど
、確
認
す
る
こ
と
は
山
の
よ
う
に
あ

り
ま
す
。
定
期
的
な
チ
ェッ
ク
に
加
え
て
今
回

の
よ
う
な
突
発
的
な
確
認
事
項
も
加
わ
っ
て

く
る
た
め
、基
本
的
に
は
脇
本
と
野
原
の
２
名

体
制
で
確
認
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
谷
保
が
サ

ポ
ー
ト
に
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
入
省
２

年
目
の
野
原
が
一
人
で
業
務
に
あ
た
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

「
正
直
ま
だ
判
断
に
迷
う
こ
と
も
あ
り
、
脇

本
係
長
や
谷
保
所
長
に
相
談
し
な
が
ら
経
験

を
積
ん
で
い
ま
す
。
早
く
自
分
一
人
で
も
正

し
い
判
断
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
」

（
野
原
）。

危
険
と
隣
合
わ
せ
の
砂
防
工
事
に

お
け
る
安
全
へ
の
取
り
組
み

次
に
湯
川
の
上
流
に
位
置
す
る「
滝た
き
谷だ
に
第

１
号
砂
防
堰
堤
工
事
」の
現
場
へ
と
車
を
走
ら

せ
ま
す
。
Ｖ
字
の
狭
い
渓
谷
で
河か
し
ょ
う床
勾こ
う
配ば
い
も

き
つ
く
、
法の
り

面め
ん

が
脆
い
と
い
う
難
所
で
し
た
が
、

法
面
保
護
を
行
な
い
、
本
堰
堤
を
完
成
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
工
事
用
道
路
を
整
備
し
、本
年

は
副
堰
堤
建
造
に
向
け
河
床
を
す
り
鉢
状
に

掘
削
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
狭
い
渓
谷
地
の
た
め
少
量
の
雨
で
も
落
石

や
崩
落
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、工

事
が
安
全
に
か
つ
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

建
設
事
業
者
の
方
と
安
全
対
策
や
工
程
確
認

な
ど
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ

を
行
っ
て
い
ま
す
」（
谷
保
）。

滝
谷
に
限
ら
ず
、
砂
防
工
事
の
現
場
は
ど

こ
で
も
危
険
が
伴
い
ま
す
。そ
こ
で
工
事
現
場

内
の
ど
こ
か
ら
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
雨
量

や
土
石
流
発
生
な
ど
を
伝
え
る
警
報
シ
ス
テ

ム
が
各
現
場
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

数
日
分
の
食
料
な
ど
を
常
備
し
た
避
難
所
も

各
工
事
現
場
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

無
線
で
の
情
報
共
有
や
避
難
ル
ー
ト
の
確
認

な
ど
を
行
な
い
、
定
期
的
な
避
難
訓
練
を
開

催
す
る
こ
と
で
、
万
一
の
事
態
に
備
え
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
安
全
対
策
を
助
言
す
る
こ
と
も

職
員
の
仕
事
で
す
。

自
然
と
の
共
存
を
目
指
し

急
斜
面
を
補
強・緑
化

立
山
カ
ル
デ
ラ
内
を
見
渡
す
と
、至
る
所
で

崖
面
崩
壊
が
見
ら
れ
ま
す
。
当
然
、法
面
の
保

護
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
が
、こ
こ
は
景
観
重

視
の
国
立
公
園
内
。
全
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固

め
る
の
は
景
観
だ
け
で
な
く
環
境
に
も
望
ま
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、立
山
カ
ル
デ
ラ
内
で

の
法
面
保
護
対
策
は
鋼
製
ネ
ッ
ト
と
植
生
基

材
吹
付
工
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
植
生
基
材

に
は
立
山
カ
ル
デ
ラ
内
に
あ
る
在
来
植
物
の

種
子
が
入
っ
た
土
を
吹
き
付
け
、
固
有
の
生
態

系
に
配
慮
し
た
工
事
を
行
って
き
ま
し
た
。

「
有
峰
下
流
左
岸
山
腹
工
事
」も
そ
の
一
つ

で
す
。
斜
面
上
部
に
足
場
を
組
み
、そ
こ
か
ら

ロ
ー
プ
で
降
り
な
が
ら
ネ
ッ
ト
を
広
げ
、
ア
ン

カ
ー
で
固
定
し
て
い
き
ま
す
。
目
が
く
ら
む
ほ

ど
の
高
さ
の
崖
面
で
す
が
、５
年
前
よ
り
順
次

施
工
し
た
部
分
は
年
ご
と
に
緑
が
濃
く
な
り
、

自
然
に
溶
け
込
ん
で
い
る
様
が
分
か
り
ま
す
。

「
昨
年
ま
で
の
現
場
試
験
で
種
が
周
り
か

ら
飛
ん
で
き
て
自
然
に
発
芽
す
る
と
分
か
っ
た

の
で
、今
年
か
ら
吹
き
付
け
る
土
に
種
を
入
れ

な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
」（
谷
保
）。

現
場
試
験
や
追
跡
調
査
な
ど
か
ら
効
果
を

確
認
し
全
体
に
取
り
入
れ
て
い
く
─
そ
う
し

た
積
み
重
ね
に
よ
り
、立
山
カ
ル
デ
ラ
の
砂
防

工
事
技
術
は
日
進
月
歩
で
進
化
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
取
り
組
み
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

近
代
か
ら
未
来
へ
と
続
く

た
ゆ
み
な
い
砂
防
の
歴
史

取
材
中
も
谷
保
の
携
帯
電
話

に
は
建
設
事
業
者
か
ら
頻
繁
に

連
絡
が
入
り
、
工
事
現
場
で
は

気
さ
く
に
声
を
掛
け
合
い
ま
す
。

そ
の
様
子
は
立
場
の
違
い
を
超

え
、
砂
防
と
い
う
目
的
を
同
じ

く
す
る
仲
間
そ
の
も
の
。

「
監
督
と
い
う
よ
り
、事
業
者

が
安
全・快
適
に
工
事
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
環

境
を
整
え
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。気
軽

に
相
談
し
て
も
ら
え
る
よ
う
信
頼
関
係
は
大

事
で
す
ね
」（
谷
保
）。

そ
う
し
た
谷
保
ら
を
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
支
え

て
い
る
の
が
事
務
係
長
の
小
林
夏
樹
で
す
。出

張
所
の
事
務
用
備
品
の
発
注
、
立
山
カ
ル
デ

ラ
内
へ
の
入
域
な
ど
の
申
請
書
類
の
受
付
や

工
事
用
道
路
通
行
許
可
証
の
発
行
手
続
き
な

ど
の
事
務
作
業
に
加
え
て
賄
い
さ
ん
の
対
応

ま
で
、
ほ
ぼ
全
て
の
後
方
支
援
を
一
人
で
担
っ

て
い
ま
す
。
現
場
に
出
る
こ
と
は
少
な
い
も
の

の
、「
現
場
運
営
の
た
め
に
必
要
な
情
報
を
一

番
把
握
し
て
い
る
の
は
彼
か
も
し
れ
な
い
」と

谷
保
が
評
す
る
ほ
ど
で
す
。

「
技
術
職
員
か
ら
の
課
題
に
対
し
、
正
確
に

対
応
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。裏
方
と

し
て
仕
事
の
進
捗
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
自

分
の
役
割
。
ま
た
作
業
さ
れ
る
人
た
ち
の
心

情
を
思
い
な
が
ら
、業
務
に
当
た
る
こ
と
を
心

掛
け
て
い
ま
す
」（
小
林
）。

現
在
進
行
中
の
工
事
だ
け
で
な
く
、
昭
和

初
期
に
建
造
さ
れ
た
白し
ら
い
わ岩
砂
防
堰
堤
や
泥ど
ろ
だ
に谷

砂
防
堰
堤
群
な
ど
既
存
の
砂
防
施
設
も
、
現

在
の
砂
防
計
画
の
礎
と
し
て
今
も
効
力
を
発

揮
し
て
い
ま
す
。
長
年
に
わ
た
っ
て
営
々
と
積

み
上
げ
ら
れ
て
き
た
砂
防
の
歴
史
は
、本
年
も

ま
た
引
き
継
が
れ
、
未
来
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。

滝谷第1号砂防堰堤工事

業
務
密
着

ル
ポ
シ
リ
ー
ズ

FIL
E 4

7

現場担当者の説明を聞きながら排水量のチェックを行う脇本と野原

技官　野原 正嗣

現場に赴き、積極的に情報収集や意見交換をする谷保

出張所内での事務作業が
多い小林だが、SNSでの情
報発信担当として現場に同
行することもある。また砂防
工事専用軌道（トロッコ）で
運ばれる食材の管理・納入
も大事な仕事。

国の重要文化財にも指定されている白岩砂
防堰堤。立山カルデラのシンボル的存在。

事務係長
小林 夏樹

立山カルデラ内で最
深部の現場の１つ

警報システム・避難所は
各工事現場に設置

写真下部が工事している
箇所。すでに工事が終
わった部分（写真上部）は
一見するととても人の手
が加わったと思えないほ
ど植生が進んでいる。

 技術係長　脇本 直樹

国土交通省　北陸地方整備局　立山砂防事務所　提供

有峰下流左岸山腹工事
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使
用
す
る
洗
浄
剤
は
自
然
分
解
性
の
高
い
も
の
で
あ
り
、浄
化

槽
や
バ
イ
オ
式
生
ゴ
ミ
処
理
機
の
設
置
な
ど
、環
境
へ
の
配
慮

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
多
少
の
不
便
は
否
め
な
い
も
の

の
、
大
自
然
の
眺
望
と
美
し
い
空
気
や
水
、
大
家
族
の
よ
う
な

居
心
地
の
良
さ
も
あ
っ
て
か
、
下
山
時
は「
水
谷
平
で
の
生
活

が
終
わ
っ
て
し
ま
う
」と
い
う
ち
ょっ
と
し
た
寂
し
い
気
持
ち
に

な
る
そ
う
で
す
。

遠
隔
診
療
も
可
能
な
救
急
所
が

い
ざ
と
い
う
時
の
よ
り
ど
こ
ろ

山
の
仕
事
は
健
康
管
理
が
必
須
で
あ
り
、
急
病
や
作
業
時

で
の
け
が
の
危
険
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
医
療
施
設
と
し
て
水
谷

救
急
所
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。平
成
11
年
よ
り
開
始
さ
れ
た

月
３
回
の
医
師
の
往
診
に
加
え
て
、平
成
13
年
か
ら
導
入
さ
れ

た
遠
隔
医
療
支
援
装
置
に
よ
る
医
師
の
診
断
・
問
診
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
常
駐
看
護
師
の
宮
本
美
枝
さ
ん
は
前
任
者
の
紹

介
で
赴
任
し
、今
年
で
14
年
目
。
開
所
以
来
、防
災
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
緊
急
搬
送
が
２
回
あ
っ
た
も
の
の
、
平
時
は
来
診

者
も
少
な
く
、
あ
っ
て
も
持
病
の
薬
の
処
方
や
簡
単
な
ケ
ガ
の

手
当
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
美
し
い
空
気
の
も
と
喘
息
は
軽

減
し
、
風
邪
も
流
行
し
な
い
そ
う
で
す
。「
救
急
所
は
忙
し
く

な
い
の
が
一
番
で

す
が
、
い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
て
い

ま
す
。
全
員
が
無

事
に
下
山
で
き
る

よ
う
に
と
願
っ
て

い
ま
す
」（
宮
本
さ

ん
）。

リ
ー
ト
３
階
建
て
の
出
張
所
が
建
ち
、
東
側
に
は
水
谷
寮
と

神
社
、
西
側
に
は
救
急
所
と
各
建
設
事
業
者
の
宿
舎
が
並
び

ま
す
。
一
見
の
ど
か
な
場
所
な
が
ら
、南
の
谷
側
は
昭
和
32
年

（
１
９
５
７
年
）の
大
崩
落
で
敷
地
の
多
く
が
失
わ
れ
、
北
側

に
は
断
崖
絶
壁
が
迫
り
、
厳
し
い
環
境
は
工
事
現
場
と
変
わ

り
ま
せ
ん
。
出
張
所
や
水
谷
寮
、
救
急
所
以
外
の
建
物
は
各

建
設
事
業
者
の
宿
舎
と
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
６
月
の
上
山
式

後
、各
建
設
事
業
者
の
宿
舎
を
建
設
す
る
こ
と
か
ら
そ
の
年
の

工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

13
事
業
者
が
工
事
に
参
加

２
０
０
人
ほ
ど
が
共
同
生
活

本
年
度
は
13
事
業
者
が
参
加
し
、
15
カ
所
の
砂
防
工
事
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
13
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た「
湯
川
第
13
号

砂
防
堰
堤
工
事
」を
担
当
す
る
丸ま

る
し
ん新
志し

鷹た
か
建
設
株
式
会
社
も

そ
の
一
つ
で
す
。
現
場
代
理
人
の
佐
伯
靖
さ
ん
は「
天
候
や
工

事
の
進
捗
状
況
に
よ
り
、目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
現
場
に
対
応

す
る
こ
と
が
、
砂
防
工
事
の
難
し
さ
で
す
」

と
語
り
、監
理
技
術
者
の
藤
本
一
行
さ
ん
も

「
現
場
の
変
化
や
不
具
合
は
常
に
国
土
交

通
省
さ
ん
と
情
報
共
有
し
、
適
正
で
迅
速

な
工
事
遂
行
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」と
連
携

鳶
山
崩
落
土
の
台
地
の
上
に

夏
の
間
だ
け
出
現
す
る
小
さ
な
村

水
谷
出
張
所
が
あ
る
水
谷
平
は
、
立
山
駅
か
ら
車
で
２
時

間
ほ
ど
登
っ
た
立
山
カ
ル
デ
ラ
の
西
の
外
れ
に
あ
り
ま
す
。
安

政
５
年（
１
８
５
８
年
）
の
飛ひ

越え
つ

地
震
で
崩
落
し
た
土
砂

が
堆
積
し
て
で
き
た
平
坦
地
で
す
。
出
張
所
は
、
昭
和
35
年

（
１
９
６
０
年
）に
開
設
し
て
以
降
、
立
山
カ
ル
デ
ラ
の
砂
防

工
事
の
前
線
基
地
と
し
て
機
能
し
て
き
ま
し
た
。

砂
防
工
事
専
用
軌
道
の
ホ
ー
ム
に
面
し
て
鉄
筋
コ
ン
ク

の
大
切
さ
を
強
調
し
ま
す
。

同
社
か
ら
は
十
数
名
が

従
事
し
、
海
外
か
ら
の
技

術
実
習
生
も
３
名
が
参

加
し
て
い
ま
す
。
ネ
パ
ー
ル
か
ら
兄
弟
そ
ろ
っ
て
参
加
し
て
い

る
ミ
ン
マ
さ
ん
は「
ネ
パ
ー
ル
も
山
岳
地
帯
が
多
く
、
立
山
カ

ル
デ
ラ
で
の
実
践
的
な
研
修
は
大
変
勉
強
に
な
り
ま
す
。
し
っ

か
り
任
務
を
遂
行
し
、世
界
最
高
の
技
術
を
母
国
で
役
立
て
た

い
で
す
」と
夢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
15
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た「
有
峰
下
流
左
岸
山
腹
工

事
」に
従
事
す
る
の
は
新
栄
建
設

株
式
会
社
で
す
。
監
理
技
術
者
の

唐
島
田
幸
治
さ
ん
は「
ロ
ー
プ
で
斜

面
を
下
り
な
が
ら
施
工
す
る
ハ
ー

ド
な
仕
事
で
す
が
、
立
山
カ
ル
デ

ラ
の
生
態
系
に
配
慮
し
た
工
法
に

誇
り
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」と
語
り
、現
場
代
理
人
の
北
村

渉
さ
ん
も「
機
械
や
施
工
法
が
進

化
し
て
も
最
後
の
要
は
人
で
あ
り
、

も
っ
と
多
く
の
人
と
仕
事
が
し
た
い
で
す
」と
語
り
ま
す
。

◆　
　
　
　
　
　
　
◆　
　
　
　
　
　
　
◆

工
事
の
効
率
化
や
機
械
化
が
進
み
、
現
在
の
作
業
員
は
最

盛
期
よ
り
減
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
お
盆
明
け
の
ピ
ー
ク
時

に
は
約
２
０
０
人
が
水
谷
平
で
生
活
し
、
一
丸
と
な
っ
て
工
事

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
食
材
で
や
り
く
り
し

職
員
や
作
業
員
を
家
族
同
然
に
支
え
る

こ
う
し
た
作
業
員

の
生
活
を
支
え
る
の
が
、

各
建
設
事
業
者
の
宿

舎
で
働
く
賄
い
さ
ん
た

ち
で
す
。
丸
新
志
鷹
建

設
株
式
会
社
の
賄
い
さ

ん
は
、
今
年
で
29
年
目

の
佃
ト
シ
さ
ん
。「
初
め
て
来
た
時
は
、あ
ま
り
の
寂
し
さ
に
逃

げ
よ
う
と
思
っ
た
」と
い
う
１
年
目
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、毎

朝
３
時
に
起
床
し
朝
食
と
昼
の
弁
当
づ
く
り
、掃
除
や
洗
濯
の

後
に
夕
食
の
支
度
と
目
ま
ぐ
る
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。「
作

業
員
さ
ん
た
ち
は
子
ど
も
や
孫
み
た
い
な
も
の
。
つ
い
食
事
の

マ
ナ
ー
を
注
意
し
た
り
ね
」と
佃
さ
ん
は
笑
い
ま
す
。

一
方
、
国
土
交
通

省
職
員
が
寝
泊
ま

り
す
る
水
谷
寮
の
賄

い
を
切
り
盛
り
す
る

の
は
、
山
口
ス
ミ
子

さ
ん
と
柿
木
浩
子
さ

ん
。
限
ら
れ
た
食
材

で
総
勢
10
名
の
好
き

嫌
い
や
ア
レ
ル
ギ
ー

な
ど
に
配
慮
し
、
朝

昼
夜
に「
力
に
な
る
料

理
」
を
振
る
舞
い
ま

す
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ

る
丼
物
が
人
気
で
あ

立
山
カ
ル
デ
ラ
で
砂
防
工
事
が
行
え
る
約
５
カ
月
間
、水
谷
出
張
所
の
職
員
や
建
設
会
社
の
作
業
員
は
週
末
以
外
泊
ま
り
込

み
、さ
ら
に
職
員
や
作
業
員
の
生
活
を
支
え
る
賄
い
さ
ん
や
救
急
所
に
は
看
護
師
も
常
駐
し
て
い
ま
す
。過
酷
な
砂
防
工
事
を

支
え
る
人
々
を
紹
介
し
ま
す
。

立
山
カ
ル
デ
ラ
内
の
水
谷
平
に
泊
ま
り
込
み

全
員
一
丸
と
な
っ
て
砂
防
工
事
を
支
え
る

砂防工事を支える人々
Vol.09Vol.09

砂防工事を支える人々

水谷平全景。奥にある水谷出張所から延びるレールは砂防工事専用軌道
（トロッコ）の線路。写真手前には各建設事業者の宿舎が並ぶ。

水谷平北側の斜面にはここでしか
見られない滝が。水谷平にはこの
滝のほかに雨量が多くなると出現
する滝もある。出現する滝の本数で
山の雨量を判断することもあるそう。
この上部が立山黒部アルペンルー
トの弥

み
陀
だ
ヶ
が
原
はら

辺り。

看護師の宮本 美枝 さん

佐伯 靖 さん

丸新志鷹建設株式会社

ネパールからの技術実習生 
アディカリ ミンマ ヌルさん

（左から）新栄建設株式会社 
 唐島田 幸治 さんと 北村 渉さん

り
、木
曜
日
の
夜
は
刺

身
、金
曜
日
の
昼
は
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
が
定
番

料
理
と
し
て
食
卓
に

並
び
ま
す
。他
に
も
掃

除
や
洗
濯
な
ど
も
担

い
、
せ
わ
し
い
毎
日
で

す
が
、孫
と
毎
晩
の
よ

う
に
連
絡
し
た
り（
柿

木
さ
ん
）、テ
レ
ビ
を
見
て
の
ん
び
り
し
た
り（
山
口
さ
ん
）す

る
な
ど
を
楽
し
み
と
し
な
が
ら「
み
ん
な
家
族
」と
い
う
気
持

ち
で
支
え
て
い
ま
す
。

不
便
な
が
ら
も
大
自
然
と
共
存
し
た

居
心
地
の
良
い
生
活

立
山
カ
ル
デ
ラ
で
の
砂
防
工
事
を
支
え
る
人
々
の
癒
や
し

の
場
と
い
え
ば「
天て

ん
涯が
い

の
湯
」と
名
付
け
ら
れ
た
お
風
呂
。
上

流
約
１
㎞
の
源
泉
か
ら
豊
富
な
湯
量
が
引
か
れ
、
男
女
用
と

も
大
き
な
岩
組
み

の
浴
槽
で
野
趣
満

点
！　
ま
た
、
昔

は
公
衆
電
話
が
１

台
だ
け
だ
っ
た
通

信
環
境
は
、
現
在

は
立
山
カ
ル
デ
ラ

内
の
ほ
と
ん
ど
の

エ
リ
ア
で
携
帯
電

話
が
通
じ
る
な
ど
、

大
幅
に
改
善
し
ま

し
た
。
水
谷
平
で

水谷寮の食事は、職員や賄いさん、
看護師もみんな一緒に

（左から）柿木 浩子 さんと 山口 スミ子 さん

佃 トシ さん

藤本 一行 さん

砂防工事で働く人々の疲れを癒やす「天涯の湯」
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花
か
お
り
　
緑
あ
ふ
れ
　
人
輝
く
ま
ち

〜
こ
う
の
す
〜

個
性
的
で
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
」、「
河
川
や

田
園
な
ど
豊
か
で
美
し
い『
緑
』を
守
り
育
て
る

ま
ち
づ
く
り
」を
基
本
理
念
に
掲
げ
て
将
来
都

市
像
を
描
い
て
い
る
。

将
来
都
市
像
の
実
現
の
た
め
、「
鴻
巣
」と
い

う
地
名
の
由
来
と
も
い
わ
れ
、
市
民
に
な
じ
み

深
い
存
在
で
あ
る「
コ
ウ
ノ
ト
リ
」を
シ
ン
ボ
ル

に
、人
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
は
じ
め
と
し
た
多
様
な

生
き
も
の
が
共
生
す
る「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
里
」の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、観
光
客
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、市

の
認
知
度
が
高
ま
り
地
域
経
済
が
活
性
化
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
、「
鴻
巣
び
っ
く
り
ひ
な
祭
り
」

「
こ
う
の
す
花
ま
つ
り
」「
こ
う
の
す
花
火
大
会
」

な
ど
の
各
種
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
主
体
と

し
た
観
光
客
誘
致
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

鴻
巣
市
は
、
都
心
か
ら
50
㎞
と
い
う
地
理
的

条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
鉄
道
交
通
で
は
、
平

成
13
年
の「
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
」に
続
き
、
平
成

27
年
３
月
に
は「
上
野
東
京
ラ
イ
ン
」が
開
業
し

た
こ
と
で
、東
京
圏
へ
の
乗
り
入
れ
が
さ
ら
に
向

上
し
た
。
道
路
交
通
で
は
、
平
成
27
年
10
月
に

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道（
圏
央
道
）の
埼

玉
県
内
区
間
が
全
線
開
通
し
た
。
こ
の
よ
う
な

交
通
の
整
備
に
よ
り
、
地
域
交
通
の
要
衝
と
し

て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
た
都
心
へ
の
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
と
し
て
、
ま
た
、
県
央
部
の
中
核
都

市
と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
る
。

発
展
を
続
け
る
状
況
下
で
あ
っ
て
も
、
人
口

減
少
社
会
の
突
入
や
社
会
情
勢
の
変
化
へ
の
対

応
は
必
要
で
あ
り
、「
す
べ
て
の『
人
』が
文
化
に

親
し
み
、
安
全
・
安
心
、
そ
し

て
快
適
な
暮
ら
し
を
守
る
ま
ち

づ
く
り
」、「『
花
』を
生
か
し
た

人
と
自
然
の
共
生
の
確
保
を

目
指
す

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
棲す

め
る
自
然
環
境
は
、
ヒ

ト
に
も
や
さ
し
く
健
康
に
生
き
ら
れ
る
」を
合

言
葉
に「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鴻
巣
こ
う
の
と
り
を
育
む

会
」が
環
境
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

活
動
の
き
っ
か
け
を
伊
藤
鋳か

ね
義よ
し

代
表
理
事
に

伺
っ
た
。「
平
成
19
年
か
ら
、
市
民
に
愛
着
の
あ

る
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
飼
育・放
鳥
し
よ
う
と
活
動
を

は
じ
め
ま
し
た
。コ
ウ
ノ
ト
リ
は
水
辺
の
生
態
系

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂
点
に
立
つ
生
き
物
で
す
。肉
食

で
バ
ッ
タ
、
蛙
、
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
を
食
べ
、
一
日

に
多
く
の
餌
が
必
要
で
す
。コ
ウ
ノ
ト
リ
が
生
き

て
い
く
た
め
に
は
、多
く
の
生
き
物
が
い
る
豊
か

な
自
然
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
も

棲
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
に
と
っ
て
も
安
心

し
て
生
活
が
で
き
る
環
境
の
証
で
す
。そ
の
よ
う

な
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
、コ
ウ
ノ
ト
リ
を
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
環
境
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」。

主
な
活
動
と
し
て
、
荒

川
の
河
川
敷
に
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
生
息
環
境
を
つ
く
る

「
湿
地
ビ
オ
ト
ー
プ（
野
生

生
物
の
生
息
す
る
空
間
）の

整
備
」や
、
地
域
の
農
家
や

環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
連
携
し
て

無
農
薬
や
有
機
栽
培
に
よ
る

「
県
内
初
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
育
む
モ
デ
ル
水
田
」

を
拠
点
と
し
た「
ふ
ゆ
み
ず
田
ん
ぼ（
稲
刈
り
後

の
冬
の
水
田
に
水
を
は
っ
た
も
の
）」、「
魚
道
設

置
」な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
や
父
母
を
対
象
と
し
た「
い
き
も
の
観
察

会
」や
外
来
種
駆
除
を
兼
ね
た「
自
然
体
験
」な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
お
り
、
環
境
学
習
に
も

役
立
っ
て
い
る
。

当
初
は
９
名
で
発
足
し
た
が
、
活
動
が
理
解

さ
れ
、
現
在
会
員
は
１
６
８
名
に
増
え
た
。
埼

玉
県
が
モ
デ
ル
水
田
や
湿
地
で
実
施
し
た
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
動
物
20
種
、
植
物
77

種
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
着
実
に
自
然
が
よ
み
が

え
っ
て
い
る
。
ま
た
、
冬
に
は「
ふ
ゆ
み
ず
田
ん

ぼ
」に
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
渡
来
す
る
な
ど
地
道

な
活
動
が
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
の
活
動
は
、
国
土
交
通
省
の「
地
域
の
魅

力
や
個
性
を
生
み
出
し
て
い
る
良
質
な
社
会
資

本
及
び
そ
れ
と
関
わ
り
を
持
つ
優
れ
た
地
域
活

動
を
一
体
の
成
果
」と
し
て
表
彰
す
る「
手
づ
く

り
郷ふ

る
さ
と土
賞
」を
平
成
28
年
度
に
受
賞
し
て
い
る
。

今
後
の
活
動
に
つ
い
て 

服
部
栄
一
理
事
は
、

「
さ
ら
に
多
く
の
市
民
の
理
解
を
得
て
、
未
来

の
子
ど
も
た
ち
へ
よ
り
良
い
自
然
環
境
を
引
き

継
い
で
い
き
た
い
で
す
。
今
後
も
、コ
ウ
ノ
ト
リ

も
棲
め
る
環
境
の
整
備
や
将
来
的
な
野
生
復
帰

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
」

と
語
っ
た
。

埼
玉
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
秩
父
山
地
を
源
流
と
す
る
荒
川
が
流
れ
、
関
東
ロ
ー
ム
層

や
荒
川
沖
積
層
か
ら
な
る
肥ひ

よ
く沃
な
土
地
で
、
気
候
に
も
恵
ま
れ
、
花
き
な
ど
の
栽
培
が
盛
ん
な

ま
ち
。
古
く
は
中
山
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、３
８
０
年
余
り
の
伝
統
を
誇
る「
ひ
な
人
形
の

ま
ち
」と
し
て
、
ま
た
近
年
で
は「
花
の
ま
ち
」と
し
て
も
全
国
に
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
。

観
光
客
増
加
に
よ
る

地
域
活
性
化
を
目
指
し
て

鴻
巣
市
の
４
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る「
鴻
巣
び
っ

く
り
ひ
な
祭
り
」「
こ
う
の
す
花
ま
つ
り
」「
こ
う
の

す
花
火
大
会
」「
コ
ス
モ
ス
フェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
は

じ
め
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、観
光
客
数

は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
平
成
27
年
は
平
成
23

年
と
比
較
し
て
２
倍
近
く
の
約
１
５
６
万
人
が

訪
れ
た
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
関
東
十
八
檀だ

ん
林り
ん（
僧

の
養
成
機
関
・
学
問
所
）の
一
つ
で
、
徳
川
家
康

ゆ
か
り
の
寺
院「
勝し

ょ
う
が
ん
じ

願
寺
」や
、
鴻
巣
の
地
名
の

由
来
の
一
つ
と
も
い
わ
れ「
こ
う
の
と
り
伝
説
」を

今
に
伝
え
る
神
社「
鴻こ

う
神じ
ん

社じ
ゃ

」な
ど
の
歴
史
に
触

れ
る
見
所
も
多
数
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、江
戸

時
代
中
頃
か
ら
始
め
ら
れ
、
高
度
な
技
術
と
優

れ
た
品
質
で
全
国
的
に
知
れ
渡
る「
鴻
巣
雛
」や
、

そ
の
製
作
技
術
が
平
成
23
年
３
月
に
国
の
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た「
赤
物
」な
ど

の
貴
重
な
伝
統
工
芸
も
現
代
に
伝
え
ら
れ
て
い

る
。気

候
風
土
に
適
し
た
パ
ン
ジ
ー
の
生
産
か
ら

始
ま
っ
た「
花
き
生
産
」は
、近
年
、生
産
品
種
の

増
加
や
生
産
効
率
の
向
上
に
よ
り
発
展
・
拡
大

が
図
ら
れ
、「
プ
リ
ム
ラ
」「
サ
ル
ビ
ア
」「
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
」は
日
本
一
の
出
荷
量
を
誇
り
、東
日

本
最
大
級
の
花
き
市
場「
鴻
巣
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
」も
整
備
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
地
域
の
資
源
を
観
光
客
誘
致
に

生
か
そ
う
と「
一
般
財
団
法
人
鴻
巣
市
観
光
協

会
」が
平
成
24
年
に
発
足
し
、観
光
推
進
体
制
が

確
立
す
る
と
と
も
に
官
民
一
体
と
な
っ
た
観
光

資
源
の
Ｐ
Ｒ
や
掘
り
起
こ
し
を
推
進
し
て
い
る
。

ＮＰＯ法人 鴻巣こうのとりを育む会 
代表理事 伊藤 鋳義さん（右）、理事 服部 栄一さん（左）

整備された湿地ビオトープ

子どもたちを対象とした「ザリガニ釣り」

「ふゆみず田んぼ」に渡来したオオハクチョウ

鴻巣市役所に展示されている「コウノトリ」の剥
はくせい

製

ＮＰＯ法人  鴻巣こうのとりを育む会の活動

シリーズ探
訪・探求

訪れたいまち
第43回

埼玉県鴻巣
市

こ う の す し



鴻巣市の地名の由来の1つである「こうのとり伝説」のこうのとりのヒナをモチーフにした
メインキャラクター「ひなちゃん」

鴻巣市ホームページ http://www.city.kounosu.saitama.jp/
鴻巣市観光協会ホームページ http://www.konosu-kanko.jp/
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観
光
協
会
事
務
局
の
長
谷

川
達
也
さ
ん
に
鴻
巣
市
の
魅
力

に
つ
い
て
伺
っ
た
。

「
歴
史
的
な
見
所
や
、現
代
ま

で
継
承
さ
れ
て
い
る
伝
統
文
化

な
ど
が
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
奥

秩
父
か
ら
県
内
を
横
断
し
東
京

湾
に
注
ぐ
荒
川
は
、
河
口
か
ら

62
㎞
地
点（
鴻
巣
市
、
吉
見
町

間
）の
川
幅
が
２
５
３
７ｍ
も
あ

り
日
本
一
と
な
って
い
ま
す
。
こ

れ
に
ち
な
ん
で
誕
生
し
た『
こ
う

の
す
川
幅
う
ど
ん
』は
、
平
成

27
年
３
月
に
開
催
さ

れ
た『
第
12
回
埼
玉
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル

メ
王
決
定
戦
』で
優
勝
す
る
な
ど
埼
玉

を
代
表
す
る
ご
当
地
グ
ル
メ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ほ
か
に
も
ギ
ネ
ス
世

界
記
録
に
認
定
さ
れ
た『
世
界
一
の
四

尺
玉
を
あ
げ
る 

こ
う
の
す
花
火
大
会
』

や『
日
本
一
高
い
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
ひ
な
壇
』、

『
日
本
一
長
い
水
管
橋
』な
ど
多
く
の

魅
力
が
あ
り
ま
す
」

「
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
鴻
巣
ガ
イ
ド

会
」は
、
訪
れ
た
方
に
お
も
て
な
し
の
心

を
も
って
、余
す
と
こ
ろ
な
く
多
く
の
魅

力
を
紹
介
し
よ
う
と
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を

作
って
観
光
ガ
イ
ド
を
行
って
い
る
。
ま

た
、
観
光
協
会
で
は
、
初
め
て
訪
れ
た

方
も
気
軽
に
ま
ち
歩
き
で
き
る
よ
う「
中
山
道
歴

史
散
策
コ
ー
ス
」や「
川
幅
日
本
一
体
感
コ
ー
ス
」

な
ど
の
観
光
ル
ー
ト
を
作
成
し
て
観
光
客
の
増

加
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
鴻
巣
市
は
、
都
心
か
ら
近
い
こ
と
や
イ
ベ
ン

ト
観
光
が
主
体
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
訪
れ
る

方
は
ほ
と
ん
ど
が
日
帰
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
と
と
も
に
多
く
の

方
に
宿
泊
し
て
も
ら
い
、
ゆ
っ
く
り
と
滞
在
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
観
光
情
報
も
Ｈ
Ｐ
な
ど

で
分
か
り
や
す
く
発
信
し
て
、積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を

行
って
い
き
た
い
で
す
」（
長
谷
川
さ
ん
）。

鴻
巣
市
の
観
光
拠
点
と
な
って
い
る「
鴻
巣
市

産
業
観
光
館 

ひ
な
の
里
」で
は
、享き
ょ
う
ほ
び
な

保
雛
や
古こ

今き
ん

雛び
な

な
ど
歴
史
あ
る
も
の
か
ら
現
代
の
コ
ン
パ
ク

ト
タ
イ
プ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
の
ひ
な
人
形

や
、全
国
的
に
残
存
数
の
少
な
い
約
２
０
０
年
前

の
貴
重
な「
鴻
巣
雛
」が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
施

設
の
運
営
母
体
で
あ
る
観
光
協
会
で
は
、「
鴻
巣

び
っ
く
り
ひ
な
祭
り
」や「
こ
う
の
す
花
ま
つ
り
」な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、勝
願
寺
や
鴻
神
社
な
ど

の
歴
史
探
訪
な
ど
鴻
巣
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し

て
い
る
。

も
う
一
つ
の
観
光
拠
点
で
あ
る「
花
と
音
楽

の
館
か
わ
さ
と 

花か
き
ゅ
う久
の
里
」は
、
母
屋
、
長
屋

門
、茶
室
な
ど
旧
家
の

た
た
ず
ま
い
を
生
か

し
た
観
光
施
設
で
あ

る
。 

岡
田
明
館
長
に

施
設
の
特
徴
を
伺
っ

た
。「
庭
園
で
は
バ
ラ

を
中
心
に
四
季
折
々

の
草
花
が
咲
い
て
い

ま
す
。
サ
ロ
ン
で
は
コ

ン
サ
ー
ト
が
で
き
、
素

人
か
ら
プ
ロ
ま
で
幅

広
い
方
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
春
と
秋
に

は
バ
ラ
祭
り
が
開
催

さ
れ
多
く
の
方
が
訪

れ
ま
す
が
、
訪
れ
る

方
々
に
安
ら
ぎ
と
懐
か
し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ

け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
ま
た
、館
内
の
食
事
処

で
は
、
地
元
産
の
小
麦『
あ
や
ひ
か
り
』を
使
用

し
た
手
打
ち
う
ど
ん
が
楽
し
め
ま
す
の
で
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
」

　
　
●　
　
　
●　
　
　
●　
　
　
●　
　
　
●

将
来
の
都
市
像
を
明
確
に
し
、
未
来
の
子
ど

も
た
ち
へ
よ
り
良
い
自
然
環
境
を
引
き
継
ご
う

と
し
て
い
る「
鴻
巣
」。

こ
れ
か
ら
も
、
歴
史
や
伝
統
文
化
、
そ
し
て

多
く
の
ま
ち
の
魅
力
を
発
信
し
、「
花
か
お
り 

緑

あ
ふ
れ 

人
輝
く
ま
ち
」と
し
て
発
展
し
て
い
く

こ
と
だ
ろ
う
。

２つの世界一と８つの日本一に
出会えるまち

鴻巣市観光協会 
事務局 長谷川 達也さん

「観光ボランティア鴻巣ガイド会」
による名所・旧跡案内

館長 岡田 明さん

人形産業の中心地である人形町にある。
敷地内にある蔵は、平成25年10月に
埼玉県の景観重要建造物に指定された。

鴻巣の赤物
製作技術は国の重要無形民俗文化財に
指定された。

鴻巣の特産であるひな人形を中心に、
江戸時代から伝わる貴重な資料が展示
されている

館内では、伝統民芸品の「赤物」や鴻巣
の特産品の数々を紹介・販売している。
川幅うどん、川幅せんべいなどを詰め合
わせた観光協会オリジナル“川幅グルメ
セット”がオススメ。

母屋や長屋門など旧家のたたずまいを活
かした観光施設。庭園ではバラを中心に四
季折々の草花が咲き、サロンでのコンサー
トをはじめ、庭園祭りやバラ祭りが催される。

鴻巣駅東口に模型が設置されている四尺玉

高さ7m、31段もある
ピラミッドひな壇。２月
中旬から3月上旬に開
催される「鴻巣びっくり
ひな祭り」は、人形のま
ちならではのビッグイ
ベント。

ポピー畑は広さ12.5ヘクタール。春には
「こうのす花まつり」が開催される。

「プリムラ」の栽培。
他にも「サルビア」

「マリーゴールド」
が出荷量日本一。

鴻巣市⇔吉見町間の川幅は2,537m。御
成橋の両岸には高さ5m の標柱が立つ。

橋 長1,100.95m を誇る赤 い 水
管橋。 秋には水管橋をバックに
1,200万本のコスモスが咲き「コス
モスフェスティバル」が開催される。

勝
しょうがん

願 寺
じ

関東十八檀林の1つで、
徳川家康ゆかりの寺院。
本堂などでは葵の紋を見
ることができる。4月には
仁王門を彩る桜、5月上
旬には雪をかぶったよう
に白い花を咲かせる「な
んじゃもんじゃ」の木が見
頃となる。

鴻
こう

神
じん

社
じゃ

樹齢500年以上と伝わる
2本のイチョウの木があ
り、「夫婦銀杏」として親
しまれている。明治時代
に造られた総銅造りの小
さなお宮「三狐稲荷神社」
なども見所。 毎年12月4
日には酉の市が行われる。

鴻巣フラワーセンター
自動せりシステムなど最新鋭の機器などを導入した東
日本最大級の花き市場。施設内には見学コース（要予
約）も併設されている。

川幅グルメ
川幅日本一にちなみ誕生した麺の
幅5センチを超える「川幅うどん」と

「川幅せんべい」。他にも幅が広
い餃子やスイーツなどもある。

いがまんじゅう
おまんじゅうを赤飯でまるまる包
んでいることが特徴。栗のイガに
似ていることからこの名前がつい
た。祝い事やおやつなどで親しま
れてきた郷土料理。

鴻巣夏まつり
中山道の3㎞もの区間を歩行
者天国にして実施される。神
輿は12基と関東でも屈指の
数を誇る。

吹上夏まつり
「上組」と「下組」にわかれ、それぞれの
神輿と山

だ し
車が街中を練り歩く

こうのす花火大会
全国的にも有数の規模。
今年は、10月7日（土）
に行われる。

● ギネス世界記録に認定された世界一の四尺玉
● 同時にブーケ（花束）を贈り受け取ったペア数世界一
● 日本一高いピラミッドひな壇　● 川幅日本一
● 日本一長い水管橋　　　　　● 日本一広いポピー畑
● 「プリムラ」「サルビア」「マリーゴールド」の出荷量日本一
● １分あたりの尺玉以上の打ち上げ花火数日本一

見どころ

グルメ

鴻巣市産業観光館「ひなの里」

花と音楽の館かわさと「花久の里」

イベント
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こども霞が関見学デーは、霞が関の府省庁などが連携して、業務説明や省内見学などを行うことにより、子ども
たちが夏休みに広く社会を知る体験活動の機会とするとともに、府省庁などの施策に対する理解を深めてもらうこ
とを目的として平成８年から毎年実施しているイベントです。本年は２５の府省庁などが参加しました。
こども霞が関見学デーは年々盛り上がりをみせており、本年の参加者数は２５の府省庁全体で過去最多の４３,４８４
人でした。本年、国土交通省は屋上から地下までをフル活用し、２９の体験プログラムを用意しました。その結果、
こちらも過去最多となる３,８３６人の子どもたちに参加いただきました。

「こども霞が関見学デー」を開催しました(8月2日･3日）
見たい！知りたい！がいっぱい！

会場はたくさんの子どもたちで大にぎわい。
開場前の正門には駅へ続く長蛇の列が出来
ました。

夏休みに技を学ぶ。
真剣なまなざしは職
人そのもの。 

メイン会場

ベビーカーに乗ったかわいいお客
さまもたくさん来ました。国土交
通省では、ベビーカー使用者と
周囲の方、双方に対してベビー
カーマークの意味を知ってもら
い、安全に利用するための理解
促進を図っています。ベビーカー置き場 制服を身につけて空のお仕事

体験。「さぁ大空へ出発！
take off（テイク オフ）！！」

知ってる？空のお仕事

地図記号、全部覚えたかな！？

地図で学んで遊ぼう！

海上保安官になって敬礼！

未来の海上保安官へ

危ないときはギュッと
強く押してね

体験しよう！鉄道の世界

石井大臣にたくさん
質問したよ！最後は
みんなで記念撮影

水素で走る未来のバスに乗車！

未来のバスに乗ってみよう！

日本へようこそ！私たち１日子
ども観光庁長官です(^o^)
　
あつまれ！子ども観光庁長官

免震体験車に乗り、免震の仕組みを学びました

建物免震装置を体験してみよう！

「お客さま。どちらまで行きますか？」

タクシーを知ろうよ！
パワーショベルを運転したよ！

乗ってみよう！「はたらくくるま」！

災害対策の司令塔
は任せて

災害対策本部を体験！

普段は入れない屋上と地下を探検。 環境問題
への取り組みや地震対策を見て聞いて考えました。

発見しよう！屋上と地下探検で！

ご存じですか！？
ベビーカーマーク

国土交通大臣とおはなししよう

子どもたちに楽しみながら色んなことを体験して
もらい、国土交通省について知ってもらいました。
普段は大人ばかりの霞が関に子どもたちの笑顔が
溢れた２日間でした。

来年の夏もたくさんのプロ
グラムを用意して待ってい
るので、ぜひ遊びに来てね！

当日の
様子

職人さんになってみよう！

霞が関でこの夏一番の
盛り上がりをみせた

「こども霞が関見学デー」
当日の様子を一部
紹介します。

安全に気をつけて出発進行！　
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